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六
月

月
九
日
晴
天
、
余
は
或

る
用
向
方

々
土
人
の
藤

助
を
供
に
三
十
里
北

の
オ
ロ
ン
ベ
ン
ト
マ
リ
迄
寫

生
を
試
む
べ
く
,
午
前
六
時
テ

モ
ト
マ
リ

の
我
が

漁
舍
を
出
發
し
た
、

マ
ウ
カ
に
着
し
た
の
は
九
時

頃
で
有
た
。

マ
ウ
カ
は
西
海
岸
第

一
の
都
だ
け
に
汽
船

の
出
入

も
數
茂
く
。
何
時
來
て
も
賑
で
有
る
、
紅
梅
町
の

通
り
に
て
喜
田
谷
氏
に
逢
ふ
、
同
氏
の
川
崎
船
は

オ
テ

コ
ロ
へ
行
く
を
幸
ひ
川
崎
船
に
乘

り

こ

ん

だ
、
船
は
澤
山
の
莚
を
積
で
居
る
、
其

の
上
に
余

と
土
人
の
藤
助
が
陣
取
た
。
九
時
十
五
分
船
は
帆

に
南
風
を
孚
ん
で
出
帆
し
た
、
十
時
船
内
に

て
樺

太
名
代
の
メ
ノ
コ
山
を
寫
し
、
正
午
よ
り
南
風
は

強
く
加
り
、
第
二

ノ
ー
ト

ロ
岬
に
至
り
た
る
時
、

空
は
曇
り
波
さ

へ
高
く
、
船
の
左
右
よ
り
は
激
波

の
飛
沫
は
我
等
の
頭
上
に
浴

せ
か
か
る
の
で
、
實

に
生
き
た

る
心
地
な
し
。
午
後
四
時
船
は
オ
テ
コ

ロ
川

の
川
口
に
座
砂
し
、
入
水
の
爲
め
ロ
ツ
ト

マ

ン
を
ひ
た
し
た
、
オ
テ
コ
ロ
に
上
陸
し
た

の
は
五

時
で
有
た
。

と
有

る
茶
店
に
少
憇

し
草
鞋

の
新
し
き
を
穿
ち
、

茶
店

の
女
が
危
險
な
道
だ
か
ら
氣
を
付
け
て
と
云

ふ
世
僻
を
聞
き
流
し
、
オ
テ
コ
ロ
を
發
足
し
た
、

此
所
よ
リ
オ
ロ
ン
ベ
ン
ト

マ
リ
迄
は
三
里
で
有
る

道
中
オ
テ
コ
ロ
川

の
渡
茶
店
を
寫
す
、
土
人
露
助

等
は
廻
り
を
取
巻
き
、
怪
し
げ
な
る
評
を
試
み
た

そ
れ
よ
り
ウ
シ
ス
に
來
り
内
有
名
な
る
、
斷
崖
を

寫
し
た
、
斷
崖
は
嫌
際
と
し
て
恰
も
屏
風
を
立
て

た
樣
で
有
る
、
オ

ロ
ン
ベ
ン
ト
マ
リ
に
着
し
た

の

は
八
時
に
て
、
樺
太
の
長
き
日
も
九
時
、
日
は
ダ

ン
タ
ン
海
峡

の
波

に
沒
し
た
、
其
の
後
は
忠
谷
漁

舍
に
宿
り
、
主
人
の
好
意
に
て
入
浴
晩
飯
雜

談
の

末
安
き
夢
路
に
入

つ
た
。

十
日
、
鶯
啼

に
夢
を
破

つ
た
の
は
八
時
で
有
る
土

人
藤
助
は
午
前
二

時
日
の
出
と
共
に
チ
ー
カ
イ
に

發
足

せ
し
と
き
に
、
余
は
朝
飯
も
ソ
コ
ソ
コ

に
主

人
に
好
意
を
謝
し
オ
ロ
ン
ベ
を
出
た
、
晴
天
、
余

ば
來
り
し
道
を
跡
戻
り
し
、
午
正
オ
テ

コ
ロ
に
着

例
の
茶
屋
に
て
中
飯
し
、
陸
行
す
る
事
數
里

に
し

て
、
チ
カ
イ
の
ア
イ
ヌ
小
屋
に
着
す
、
ア
イ
ヌ
小

屋
を
寫

す
、
藤
助
來
ら
ず
、
之
れ
よ
り
チ
ヵ
イ
ナ

イ
ボ
ー
に
行
く
に
は
、
樺
太
第
壹

の
大
斷
崖
を
越

ね
ば
な
ら

ぬ
の
で
有
る
、
波
な
き
時
は
賃
す
れ
ば

渡
船
も
あ
れ
ど
、
今
日
は
高
波
の
爲
め
船
出
ず
、

山
越
ひ
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
有
る
、
渡
船
宿

の
老

媼
の
談
話
に
は
之
た
よ
り
山
は
道
路
と
て
な
く
、

密
林
中
に
は
巨
熊
の
出
沒
す
る
は
珍
し
く
な

い
と

の
話
に
、
不
案
内

の
余

は
渡
場
の
船
頭
を
案
内
者

に
、
力
を
得
て
身
幹
よ
り
も
高
き
熊
笹
を
推
分
け

.な
が
ら
、
ド
ト
松
の
密
林
中

へ
足
を
運
ん
だ
急
峻

を
或
は
登
り
又
は
降
り
、
日
を
見
ざ
る
密
林
中
を

行
く
、

一
里
に
し
て
チ
カ
イ
ナ
ボ
ー
に
着
し
た
、

此
所
に
て
案
内
者
を
歸

し
た
、
ナ
イ
ボ
ー
瀧
を
寫

す
、
大
内
漁
舎
に
宿
し
た
、
道
中
熊
を
見
ぬ
の
は

幸
で
あ
つ
た
。

十

一
日
午
前

二
時
、
チ
カ
イ
ボ
ー
を
出
發
す
、
此

の
海
岸
は
鰊
大
漁
に
て
、
鰊

の
上
を
徒
歩
す
る
事

五
里
に
し
て
ノ
ダ
サ
ン
に
着
し
た
、
道
中
ビ
タ
レ

ン
ル
ン
に
て
鰊
沖
上
を
寫

す
、
ノ
ダ
サ
ン
は
樺
太

の
公
園
と
も
云
ふ
べ
き
地
で
有
る
、
此
の
ノ
ダ

サ

ン
に
入

る
に
は
南

よ
り
來
る
も
北
よ
り
す
る
も
是

非
渡
船
に
乘
ら
ね
は
な
ら
ぬ
、
ノ
ダ
サ
ン
の
大
川

は
市

の
南
北
に
流
れ
て
居
る
、
余
は
北
の
川
を
渡

つ
た
、

町
の
童
に
宿
と

へ
ば
、
菊
屋
と
云
ふ
に
導



く

、
二
階
よ
り
南
崎
を
寫
す
、
女
中

の
持
來
る
茶

を
そ
ー
と
飲
み
、
例

の
寫
生
函
を
左
手
に
右
手
に

三
脚
を
持

つ
、
北

の
渡
の
川
口
南
川
の
渡
市
街
を

寫
す
、
七
時
宿
に
歸

る
、
尚
明
日
は
川
上
等
寫

さ

ん
と
思
ひ
し
に
雨
ポ
チ
ポ
チ
。

十

二
日
雨
降
り
、
汽
船
の
汽
笛

に
目
を
さ
ま
し
、

マ
ウ
カ
行
き
の
汽
船
が
來
ま
し
た
と
の
女
中
の
報

せ
、
雨
中
を
渡
島
丸
に
乘
る
、
船
窓
よ
り
ノ
ダ
サ

ン
を
寫
す
、
風
景
は
油
繪

の
樣
で
有

つ
た
、
午
前

七
時
半
錨
を
捲
た

マ
ウ
カ
に
着
し
た
の
は
正
午
で

有
た
。

と
ん
だ
繁
昌兵

庫

　
　
M
、
　

Y
、
　

生

寫
生
中
澤
山
の
人
が
集
ま

つ
た
が

一
向
無
頓
着
に

熱

心
に
輸
廓
を
と

つ
た
、

ヒ
ョ
イ
と
後
ろ
を
向

い

て
見
た
ち

二
十
人
あ
ま
り
も
居
る
、
其
上
に
團
子

屋

が
荷
を
置
い
て
見
て
ゐ
な
が
ら
商
賣

を
し
て
ゐ

る
、
餘
り
ウ
ル
サ
イ
の
で
其
處
は
ア
ト
廻
し
と
極

め
て
、
位
置
を
變

へ
て
畫
き
初
め
た
が
、
直

ぐ
又

集

ま

つ
て
來
る
、
團
子
屋
先
生
も
後
か
ら
ツ

イ
テ

來
た
も
の
と
見
え
。
チ
ヤ
ン

ト
商
賣
道
具
を
并

べ

て

ゐ
る
コ

レ
で
は
何
共
シ

カ

タ
が
な

い
か
ら
、
『
何

卒
少

し
彼
方

へ
往

つ
て
く
れ

』
と
頼

ん
だ
處

、
先

生

曰
く

『
貴
方

の
後

に

つ
い
て

ゆ
く

と
大
層
繁

昌

し

ま
す

の
で

、
先

の
處

で

四
十

二
錢
、
此
處

で
は

二
十

三
錢

』

と
、
そ
し

て
僕

の
寫

生
は
ゼ
ロ

。

あ

ゝ
何

と
か
よ

い
工
風
は
な

い
も

の
か
知
ら

、
諸

君

の
御
經
驗

を

伺

ひ
た

い
。

水
彩
畫

を
始
て
實
用
に
供
し
た

時

の
嬉
し
さ
越
後
　
靜
遠

病

夫

私
は
水
彩
畫
其
物
を
愛
し
、
又
之
を
樂
む
の
で
、

夫
れ
以
上
に
利
益

や
愉
快
を
要
求
し
や
う
と
は
思

は
ぬ
で
し
た
が
、
巧
拙
は
姑
く
措

い
て
、
之
を
實

用
に
供
し
た
時
の
嬉
し
さ
は
又
格
別
で
あ

つ
た
。

時
は
三
月
、
本
縣
の
葛
畑
技
師
が
、
畜
産
講
習

に

來
郡
せ
ら
れ
た
時
に
、
馬

の
圖
が
入
用
と
の
事
で

之
を
募

つ
た
に
應
ず
る
者
が
無

い
、
.底
で
私
に
特

に
交
渉
さ
れ
た
が
、
私
は
生
來

一
た
び
も
馬
を
畫

い
た
事
が
な

い
、
且
、
眼
病
で
執
筆

せ
ぬ
、(
今
尚

然
う
で
あ
る
)
勿
論
下
手
は
覺

悟
で
も
、
畫
け
ぬ

者
は
仕
方
が
な

い
と
斷
わ

つ
た
、
固
辭

不
聽
で
、

一
筆
畫
き
で
よ

い
か
ら

二
時
間
内
に
仕
上
げ
て
呉

れ
と
の
強
請
、
止
む
を
得
ぬ
か
ら
拜
承
し
て
、
豫

て
所
藏
の
馬
匹
の
寫
眞
數

枚
を
出
し
、(
茲
に
於

て

豫
備
の
力
の
大
な
る
を
悟
る
)
て
精
密
に
比
尺
を

計
算
し
、
其
中
で
標
準
體
格
と
す
べ
き
ハ

ク
ニ
ー

種
を
擇
み
、
刷
毛
で
急
寫

し
た
。
見
る
見
る
大
き

な
掛
圖
が
出
來
た
、(
此
時

ス
ケ
ツ
チ
速
寫

の
利
を

知

つ
た
、)
壁
に
か
け

て
余
念
な
く
眺
め
た
、
所

々

訂
正
を
も
し
た
。

突
然
戸
の
明
く
音
が
す
る
と
共

に
、
ハ
ク

ニ
ー
だ

ナ
と
葛
畑
氏
の
聲
が
し
た
か
ら
、
私
は
振
り
か

へ

つ
て
ド
ウ
ヤ
ラ
馬
と
見
え
ま
せ
う
か
と
恐
る
恐
る

問
う
た
に
「馬
も
馬
、
生
粹

の
ハ
ク

ニ
ー
種
で
す
」

と
答

へ
た
、
こ
の
一
刹
那
の
私
の
驚
喜
は
、
筆
に

は
書
け
ぬ
、
宜
し
く
御
察
し
を
願

ふ
。

産
馬
組
合
長
と
共
に
、
技
師
は
尺
度
を
用
ひ
て
圖

の
各
部
分
を
測
り
、
骨
體
肉
付
色
澤
及
種

々
の
特

徴
を
具
備
し
た
ハ
ク

ニ
ー
種
と
の
批
評
を
得
て
、

一
息
し
た
。
技
師
は
サ
ス

ガ
專
門
家
、
其
鑑
識
眼

の
高

い
は
勿
論
で
あ
る
が
、
丸
素
人
の
處
女
作
が

馬
匹
家
に
採
用
さ
れ
た
は
無
上
の
愉
快
で
あ
る
。

但
是
は
講
習
用
掛
圖

で
あ
る
か
ら
、
丸
で
美
術
畫

に
は
少
し
も
、
な

つ
て
居
ら
ぬ
、
頗
る
怪
し
い
無
理

の
描
法
も
缺
點

も
あ
る
か
ら
、
其
後
郡
の
人

々
か

ら
時

々
此
馬
の
圖
の
話
を
出
さ
る
ゝ
都
度
、
冷
汗

洽
背
で
誠
に
耻
づ

か
し
く
て
溜
ら
ぬ
、
ケ
レ
ド

モ


